
㊨
議

案

轟

　

l

　

号

三
朝
東
地
区
多
目
的
桝
侮
会
施
設
の
殻
匪
及
び
管
理
に
熊
す
る
条
例
の

/

設
定
に
つ
い
て

次
の
と
お
里
三
朝
東
地
区
多
目
的
研
修
会
施
設
の
殻
健
及
び
管
理
忙
鮎
す
る
条
例
を
畿
定
す
る
こ
と
に

つ
S
て
J
地
方
自
治
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
警
ハ
十
七
号
)
膚
十
六
条
弟
表
の
規
定
に
工
か
'
本
意

会
の
轟
決
を
求
め
る
｡

昭
和
五
十
六
年
t
月
十
四
日

三

　

朝

　

町

　

長

　

　

松

　

　

村

　

　

養

　

　

成

由
和
恵
六
年
壱
月
塘
四
日
席
奪
可
決
三
朝
町
銭
金
哉
長
牧
野
嶺
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一望

ず
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三
朝
町
条
例
第
　
　
号

三
朝
東
地
区
多
目
的
研
修
会
廊
殻
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
束
例

(

目

　

的

)

第
一
条
　
こ
の
条
例
は
､
地
方
自
治
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
聖
ハ
十
七
号
)

舞
二
盲
幽
十
四
条
の
二
鹿

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
､
三
朝
東
地
区
多
目
的
折
線
金
轡
殻
の
改
撃
及
び
智
塩
に
つ
S
で
必
馨
を
事
項

を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
｡

(
設
　
営
)

第
二
条
　
三
朝
常
地
区
の
農
林
業
の
振
興
及
び
藤
村
の
社
会
教
育
等
地
奴
住
民
の
自
主
的
活
動
を
助
長
し

住
民
福
祉
の
同
上
を
は
か
る
拠
点
と
し
て
ヾ
三
朝
東
地
区
多
目
的
研
修
会
旅
設
(
以
下
｢
研
修
会
施
設
｣
1

､

と

い

う

｡

)

を

次

の

と

お

り

設

営

す

る

｡

i

_

.

-

1

P

i

･

1

　

　

　

　

　

　

-

　

　

　

　

　

･

　

-

　

　

1

-

･

　

-

　

-

･

~

･

1

1

.

.

ー

　

~

　

1

､

名

　

　

　

　

　

称

三

朝

東

地

区

多

目

的

研

修

会

施

設

三
朝
町
大
字
高
橋
首
六
十
七
番
地
の
三

(
運
営
審
議
会
)

第
三
集
　
研
修
金
牌
殻
の
管
理
運
営
に
つ
1
て
警
誘
す
る
た
め
､
町
長
の
▲
静
間
検
閲
と
し
て
､
三
朝
東
地



し定TT-
■　　･　■

毒恥
･ー→一I

iE三言ESZ,

/-.て.L　乍--

区
多
目
的
新
鹿
会
席
設
運
営
審
藩
会
(
以
下
｢
審
轟
会
｣
と
い
う
｡
)
を
健
-
.
.

r
l
　
審
薄
会
は
､
委
員
十
人
以
･
K
を
も
つ
て
経
験
し
､
次
の
各
号
に
担
げ
る
者
の
う
ち
か
ら
､
町
長
が
委

嘱
す
る
｡

一
　
町
藩
余
事
員
～

二
　
鼻
薬
章
魚
会
委
員
.

三
　
町
教
育
委
員
会
委
員

四
′
　
麻
美
協
同
組
合
理
事

五
　
地
区
廉
林
等
者

二
人

一
人

一
人

一
人

五
人

r
p
)
　
委
員
の
任
穎
は
二
年
と
す
る
0
た
だ
し
､
補
欠
の
委
員
の
任
知
は
'
前
任
者
の
残
任
耕
間
と
す
る
0

(

使

用

の

東

証

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

I

第
四
条
　
研
修
会
施
設
を
使
用
し
ょ
う
'
と
す
る
者
は
､
邸
長
の
幕
語
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
を
い
｡

(
便
用
科
)

1

簾
五
条
　
研
舷
会
藤
′
殻
の
任
用
科
捻
､
終
科
と
す
る
｡
た
だ
し
､
営
利
を
伴
う
行
為
等
町
長
が
別
に
定
め

る
目
的
外
の
使
用
に
つ
S
て
絞
､
別
表
に
定
め
る
使
用
料
を
徴
峡
す
る
.

r
l
　
使
用
料
は
'
僚
博
を
蔑
S
i
L
.
 
L
す
る
と
き
に
徴
収
す
る
｡
一

逮/

I.)



f
7
7
1
す
で
に
納
入
さ
れ
た
使
用
料
仕
返
慮
し
な
い
.
た
だ
し
､
町
長
が
必
紫
と
憩
め
る
場
合
綻
､
そ
の
全

顧
又
壮
1
部
を
返
濃
す
る
こ
と
が
で
き
る
0

l

(
便
用
の
制
板
)

聖
妄
　
町
長
は
､
次
の
各
号
に
諌
当
す
る
一
考
に
対
し
て
は
､
研
修
会
施
設
の
入
場
及
び
便
柄
を
容
認
し

夜
S
｡

1
　
公
共
の
森
序
若
し
-
紘
風
俗
を
み
だ
し
又
は
公
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
謎
め
ら
れ
る
着

工
　
そ
の
他
不
適
当
と
認
め
る
者
　
′

(
規
則
へ
の
委
任
)

第
七
条
　
こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
､
研
修
金
轡
群
の
管
理
及
び
運
営
に
観
す
る
事
壊
誓
規
則

で
定
め
る
｡

附

　

則

＼こ
の
条
例
は
､
公
布
の
日
か
ら
轟
行
す
る
｡
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別表(第5条関係)

三朝東地区多目的研修会施設使用料

基本併用科

昼　間r iー夜　間

rtゝ′　LI L

大ホニル月000
ふるさと

5000i /.ocoi′∫aal -　n

E一己岳

備考

/　基本使用料は､許可使用時間4(時間までの額をいうC,.

' (I)草間料金は､午前8時30分から午徽∫時までとするo

(2)夜間料金性､午後5時から午後′0時までとする.

2　追加使用料杖､使用時閲を超えて便抽した時間′時間当わの

額をいう｡ただし､ ,′時間未溝の端数を生じたときは､その端

数を′時間として計算する｡

3　特別料金は､酒類の持込みをしたときに<琴収する｡
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